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Q1  

１.  ３２人
２.  ３７人
３.  ７２人

令和元年度の由利本荘市
への移住者は何人？ Q2

１.  ゆりぽろーど
２.  ワダーレ
３.  本年２月に募集中

羽後本荘駅東西自由通路
の愛称は？

2// 22（水）（水）までまで2/17（水）
まで
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プレゼント
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エステティックサロンRavir から「２千円割引券（初めての方限定）」を５人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

〒015-8501
尾
崎
17

広
報
課

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　

    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り

○営業時間／
   ９:00～18:00
（最終受付16:30）
○不定休

エステティック
サロンRavir

■
よ
ろ
こ
び

　

お
客
さ
ん
の
肌
質
が
明

確
に
改
善
し
た
り
、
痩
身

の
コ
ー
ス
で
「
マ
イ
ナ
ス

○
○
㌔
」
の
目
標
を
達
成

し
た
り
し
た
と
き
な
ど
。

目
に
見
え
て
違
い
が
分
か

る
の
で
、
こ
の
仕
事
を
し

て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た

な
と
実
感
す
る
。

■
こ
れ
か
ら

　

開
店
し
て
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
多
く
の
方
々
に
支
え
て

も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

仕
事
に
励
み
、い
つ
の
日
か「
エ

ス
テ
と
言
え
ば
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
だ

よ
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
サ
ロ
ン
に
し
た
い
。

「エステが初めての方でも気軽に来店してほしい」と話す伊藤さん

■
あ
ら
ま
し

　

東
京
の
短
大
を
卒
業
後
、
20

代
半
ば
か
ら
県
内
の
サ
ロ
ン
で

エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
と
し
て
勤

務
。
当
時
は
ま
だ
、
エ
ス
テ
に

対
し
て
「
料
金
が
高
い
」「
お

金
持
ち
が
行
く
お
店
」
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
多
か
っ

た
中
、
誰
で
も
気
軽
に
、
美
容

院
へ
行
く
感
覚
と
同
じ
よ
う
に

行
け
る
サ
ロ
ン
を
作
り
、
エ
ス

テ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
と

い
う
思
い
が
芽
生
え
る
。
そ
し

て
令
和
元
年
９
月
、
40
歳
と

な
っ
た
節
目
の
年
に
念
願
だ
っ

た
自
分
の
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。

　

サ
ロ
ン
は
女
性
限
定
で
完
全

予
約
制
。
客
層
は
市
内
を
中
心

に
20
代
か
ら
60
代
ま
で
と
幅
広

い
女
性
に
支
持
さ
れ
、
病
院
の

看
護
師
な
ど
も
多
い
。

■
コ
ー
ス

　

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
と
ボ
デ
ィ
の

各
コ
ー
ス
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
豊
富
。
中
で
も
人
気
は
、
顔

の
皮
膚
の
下
に
あ
る
筋
肉
を
元

の
位
置
に
引
き
上
げ
シ
ャ
ー
プ

な
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
を
作
る

「
し
っ
か
り
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」
と
、
体
の
気
に
な
る

部
分
を
も
み
ほ
ぐ
し
て
水
分
を

排
泄
し
や
す
い
状
態
に
す
る

「
セ
ル
ラ
イ
ト
バ
ス
タ
ー
」
の

２
つ
。
血
流
改
善
に
よ
る
免
疫

力
向
上
な
ど
、
美
容
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
健
康
面

で
も
効
果
を
発
揮
す
る
。

機
械
な
ど
は
使
用
せ
ず
、
オ
ー
ル
ハ
ン
ド
の

技
術
の
み
で
施
術
を
行
う
。

肌
の
水
分
量
を
測
定
し
て
、
現
在

の
肌
の
状
態
を
細
か
く
確
認
す
る
。

飛鳥大橋

由利高校

由利組合
総合病院

川口
駐在所

●

● ●

10505105
至大内▲

県立大学
  　 ▲

文

南内越
公民館

Ravir
ラヴィールサロン

Ravirではギフト券の
　販売も行っています。

※こちらは男性でも購入可能です。

※

今
回
よ
り
、
ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
「
情
報
ラ
ン
ド
」
で
の

　
「
笑
売
繁
盛
」の
放
送
は
、し
ば
ら
く
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

化粧品の販売は　 ▼

行わず、お客さんの
要望に合わせて取り
寄せている。　　　　

施術は落ち着いた雰囲気の完全個室で。
感染症対策も徹底している。

あ
ら

東
京

半
ば

ス
テ

。
当

し
て

持
ち

メ
ー

中
、

へ
行

け
る

の
イ

い
う
思

☎☎

■■
あ東

代
半
代エ

ス
エ務

。
対
し

金
持

イ
メ

た
中

院行
け

テ
の

い
う

☎☎

今
回
は
、
本
荘
地
域
の「
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン

R
a
v
i
r
」
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ラ　
ヴ　
ィ　
ー　
ル

コ
ー
ス
の
勧
誘
は
せ
ず
に
、
し
っ
か
り
と

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
た
上
で
お
客
さ
ん
に

最
適
な
も
の
を
提
案
し
て
い
る
。

１００※

関
連
記
事
は
２
・
３
・
24
㌻



●『笑売繁盛』掲載事業所
平成24（2012）年１月１日号 ～ 令和３（2021）年２月１日号

回数 事業所名 掲載号地域

笑売繁盛掲載事業所
業種別割合（通号No.163 ～No.381）

リビングショップ まるだい
由利本荘市物産館 ゆりぷらざ
東由利特産物振興会
コンノ楽器
民宿 横丁
麺屋 新月
東海林商店・沖縄カフェ結いま～る
そば勘兵
マルサン青果センター
アメリカ雑貨１３［２］BASE

本荘
本荘
東由利
本荘
鳥海
本荘
大内
本荘
西目
本荘

7.1
8.1
9.1
10.1
11.1
12.1
2.1
3.1
4.1
5.1

51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

平成
28

平成
29

回数 事業所名 掲載号地域

二見酒店
北陽電機
松月堂菓子舗
Trattoria SIVA
CASTLE ROCK
カイロプラクティックコシカワ整体院
やましち商店・パブレストランハウスブツ
マキノのタネ・フラワーショップ牧野
まるひろ酒店
麺屋 歩

由利
本荘
矢島
本荘
岩城
本荘
東由利
本荘
鳥海
本荘

6.1
7.1
8.1
9.1
10.1
11.1
12.1
2.1
3.1
4.1

61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

平成
30

もりもり食堂「食楽々」
寿司竹
ハナマルシェ 道の駅にしめ店
民芸さいとう
熊谷商店 駅前食堂
affetto akita
佐藤酒造店
㈱重兵衛
レストランはまなす
大友商店「ゆりぷらざ」

大内
本荘
西目
本荘
由利
本荘
矢島
本荘
岩城
本荘

5.1
6.1
7.1
8.1
9.1
10.1
11.1
12.1
2.1
3.1

71
72
73
74
75
76
77
78
79
80

平成
31

フランス鴨生産組合
ゴルフガーデンナイスイン
キッチン山河
㈲中福商店
小羽広館
三浦ガレージ
フリージア
マナイタ
七福人
かみきりや

東由利
本荘
鳥海
本荘
大内
本荘
西目
本荘
由利
本荘

4.1
5.1
6.1
7.1
8.1
9.1
10.1
11.1
12.1
2.1

81
82
83
84
85
86
87
88
89
90

令和
元

令和
2

やしまグリーンファーム
光陽堂
喜怒哀楽
Hollow cube
すし処 加津美
㈱セキュア
㈱丸安商店
羽田電線㈱
松月園
エステティックサロン Ravir

矢島
本荘
岩城
本荘
東由利
本荘
鳥海
本荘
大内
本荘

3.1
4.1
6.1
7.1
8.1
9.1
10.1
11.1
12.1
2.1

91
92
93
94
95
96
97
98
99
100 令和

3

㈲マルイチしょうゆ・みそ醸造元
セゾン ふーげつ
サフラン
金子農産
金山菓子店
㈲高山製麺
高山食品
ぐらんぱ ぐらんま
三六温泉
真坂糀味噌店

本荘
矢島
岩城
東由利
鳥海
大内
西目
由利
本荘
矢島

1.1
2.1
3.1
4.1
5.1
6.1
7.1
8.1
9.1
10.1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

平成
24

リストランテ クロ
餃子の餃天・奥州ラーメン
緑栄寿司
まんぷく処 田吾作
鉄板ダイニング 凜
本格居酒屋 岩船
逢いねット
佐々木商店
ラーメンいちばん星
鶏次楼

本荘
岩城
本荘
東由利
本荘
鳥海
本荘
大内
本荘
西目

11.1
12.1
1.1
2.1
3.1
4.1
5.1
6.1
7.1
8.1

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

平成
25

かおる堂 由利本荘店
ホルモン横丁
地酒の村井
原田栄泉堂
もんじゃ焼 りんごちゃん
喜怒哀楽
一心
パンハウス エンゼル
いときん食堂
㈱伊藤製麺工場

本荘
由利
本荘
矢島
本荘
岩城
本荘
本荘
大内
本荘

9.1
10.1
12.1
1.1
2.1
3.1
4.1
5.1
7.1
8.1

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

平成
26

美徳
サイクルショップカトー
大番
小松養蜂場
鳥海水産
御菓子司 勇助堂
いわきクラブ
吉野屋菓子舗
㈱トーホク秋田工場
自家焙煎珈琲タングステン

西目
本荘
由利
本荘
矢島
本荘
岩城
本荘
東由利
本荘

9.1
10.1
11.1
12.1
1.1
2.1
3.1
5.1
6.1
7.1

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

平成
27
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ホテルまさか
田口菓子舗
とんはいりん
焼肉 牛和華
須藤ごんき商店
楽しい着物と小物の店 べに屋
㈲渡部製パン
手づくりの店 PAO・ぱお
リラクゼーションサロン PETIT GRAIN
レストラン ケベック

鳥海
本荘
大内
本荘
西目
本荘
本荘
矢島
本荘
岩城

8.1
9.1
10.1
11.1
12.1
2.1
3.1
4.1
5.1
6.1

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

平成
28

第
１
回
笑
売
繁
盛

通
号
１
６
３
号〈
平
成
２４（
２
０
１
２
）年
１
月
１
日
号
掲
載
〉

2広報ゆりほんじょう 令和３年２月１日号

１００

新
コ
ー
ナ
ー
の
誕
生

　
『
笑
売
繁
盛
』
は
平
成
24
年
１
月
、
本
紙
の
新

企
画
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
市
商
工

会
と
連
携
し
、
市
内
の
商
工
業
の
活
性
化
と
地
域

間
の
交
流
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
身
近
な

商
店
や
飲
食
店
、企
業
な
ど
の
事
業
所
を
紹
介
し
、

よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

取
材
は
各
地
域
を
輪
番
で

取
材
対
象
は
、
市
商
工
会
が
選
定
し
た
会
員
の

中
か
ら
、
広
報
紙
広
告
掲
載
基
準
に
抵
触
し
な

い
業
種
・
営
業
内
容
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
決
定
。
こ
こ
数
年
は
本
荘
地
域
と
旧
７
町
地
域

を
交
互
（
本
荘
↓
鳥
海
↓
本
荘
↓
大
内
な
ど
）に
、

輪
番
制
で
対
象
地
域
を
回
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
掲
載
し
た
１
０
０
事
業
所
の
中
で
、
１
番
多

い
業
種
は
飲
食
業
の
４１
％
、
以
下
小
売
業
、
製
造

業
と
続
き
ま
す（
３
㌻
グ
ラ
フ
参
照
）。

広
報
ク
イ
ズ
と
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
『
笑
売
繁
盛
』と
連
携
し
た
「
広
報
ク
イ
ズ
・

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」に
は
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

り
ま
す
。
ク
イ
ズ
は
簡
単
な
問
題
を
出
題
し
て

い
ま
す
が
、慌
て
て
紙
面
を
読
み
返
し
た
の
か
間

違
え
る
方
も
い
ま
す
。
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
内
容
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
ク
イ
ズ
の
応
募
数
は
多
い
と
き
に

１
０
０
通
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
応
援

収
束
が
見
通
せ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の

事
業
所
で
は
苦
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

理
由
に
取
材
を
断
念
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
『
笑
売
繁
盛
』
で
は
、
地
域
で
頑
張
っ

て
い
る
事
業
所
を
広
報
紙
で
紹
介
し
続
け
、
応
援

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
愛
読

を
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。
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防
火
意
識
の
普
及
と
消
防
関
係
者

の
士
気
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、
市
消

防
出
初
式
が
１
月
16
日
に
カ
ダ
ー
レ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
行
っ
て
い

る
く
す
玉
割
り
や
一
斉
放
水
、
分
列

行
進
な
ど
を
中
止
し
、
出
席
者
を
限

定
し
た
式
典
の
み
の
縮
小
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
永
年
勤
続
者
や
顕
著
な

活
躍
が
あ
っ
た
団
員
・
分
団
な
ど
を

表
彰
。
長
谷
部
市
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
、
火
災
や
捜
索
活
動
、

水
防
団
な
ど
あ
ら
ゆ
る
現
場
で
の
献

身
的
な
活
動
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
尽
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
周
防
消
防
団
長
は
「
消
防

操
法
大
会
が
中
止
と
な
る
な
ど
、
例

年
ど
お
り
の
消
防
団
活
動
が
で
き
な

い
中
で
も
火
災
や
大
雨
、
豪
雪
な
ど

の
災
害
は
発
生
す
る
。
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
団
員
一
丸
と

な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
処
で
き

る
知
識
と
技
術
の
習
得
に
努
め
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
訓
示
し
ま

し
た
。
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市
消
防
出
初
式

市
消
防
出
初
式

市
消
防
出
初
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

有
功
章

永
年
勤
続
功
労
章

40
年
以
上

鈴
木
均
（
本
荘
分
団
第
１
部
第
２
班
班
長
）、
加
藤
英
一（
本
荘
分

団
第
６
部
本
部
班
長
）、
佐
藤
敏
美
（
本
荘
分
団
第
７
部
第
２
班

班
長
）、
仁
部
義
弘
（
本
荘
分
団
第
７
部
第
３
班
団
員
）、
大
滝
晃

（
本
荘
分
団
第
７
部
第
３
班
団
員
）、
佐
々
木
政
孝
（
本
荘
分
団
第

７
部
第
４
班
団
員
）、
三
浦
智
（
矢
島
分
団
本
部
部
長
）、
佐
藤

繁
則
（
矢
島
分
団
第
２
部
第
１
班
部
長
）、
宮
本
一
久
（
矢
島
分
団

第
３
部
第
１
班
部
長
）、渡
部
聡（
岩
城
分
団
第
３
部
第
１
班
班
長
）、

佐
々
木
洋
一（
由
利
分
団
第
３
部
第
１
班
班
長
）、
木
村
博
（
由
利

分
団
第
３
部
第
２
班
班
長
）、
原
田
和
幸
（
由
利
分
団
第
６
部
第
１

班
班
長
）、
加
藤
和
弘
（
大
内
分
団
本
部
班
長
）、
佐
藤
喜
彦
（
大

内
分
団
第
２
部
第
１
班
班
長
）、
工
藤
弘
喜
（
東
由
利
分
団
第
４
部

第
３
班
班
長
）、
齋
藤
聖
司
（
西
目
分
団
本
部
副
分
団
長
）、

台

清
一（
西
目
分
団
本
部
部
長
）、
佐
藤
晃
一（
鳥
海
分
団
第
７
部
本

部
部
長
）

佐
々
木
勝
美
（
由
利
本
荘
市
消
防
団
本
部
副
団
長
）、
金
政
途
（
本

荘
分
団
第
７
部
本
部
部
長
）、
間
杉
豊
（
本
荘
分
団
第
７
部
本
部

団
員
）、
髙
橋
正
知
世
（
元
本
荘
分
団
第
５
部
本
部
団
員
）

永
年
勤
続
章

３0
年
以
上

無
火
災
表
彰

部
・
３
年

無
火
災
表
彰

分
団
・
１
年

齋
藤
義
宏
（
本
荘
分
団
第
１
部
第
４
班
班
長
）、
斎
藤
良
夫
（
本

荘
分
団
第
２
部
第
２
班
団
員
）、
伊
藤
一
正
（
本
荘
分
団
第
５
部
第

３
班
団
員
）、
伊
藤
昭（
本
荘
分
団
第
６
部
第
４
班
班
長
）、
佐
々
木

瑞
穂
（
本
荘
分
団
第
７
部
第
４
班
班
長
）、
進
藤
秋
也
（
岩
城
分
団

第
２
部
本
部
部
長
）、
今
野
公
雄
（
岩
城
分
団
第
５
部
本
部
部
長
）、

木
内
健
悟
（
由
利
分
団
第
４
部
本
部
部
長
）、
佐
藤
嘉
洋
（
大
内

分
団
第
１
部
第
１
班
団
員
）、
小
笠
原
公
毅
（
大
内
分
団
第
２
部

第
２
班
団
員
）、
東
海
林
幸
一（
大
内
分
団
第
５
部
第
３
班
団
員
）、

遠
藤
正
（
東
由
利
分
団
第
２
部
第
２
班
団
員
）、
高
橋
誠
一（
東
由
利

分
団
第
２
部
第
３
班
団
員
）、
佐
々
木
直
（
東
由
利
分
団
第
５
部
本

部
部
長
）、
佐
々
木
興（
東
由
利
分
団
第
５
部
第
１
班
団
員
）、
畠
山

和
雄
（
東
由
利
分
団
第
５
部
第
３
班
団
員
）、
釡
台
敏
勝
（
西
目

分
団
本
部
分
団
長
）、
村
上
憲
四
郎
（
鳥
海
分
団
本
部
部
長
）、

佐
藤
貫
一
朗
（
鳥
海
分
団
第
４
部
第
１
班
団
員
）、
太
田
常
文
（
鳥

海
分
団
第
５
部
第
１
班
団
員
）、
真
坂
良
彦
（
鳥
海
分
団
第
６
部
本

部
部
長
）、
藤
原
茂
樹
（
鳥
海
分
団
第
７
部
第
２
班
団
員
）

永
年
勤
続
章

３５
年
以
上

加
藤
喜
平
（
本
荘
分
団
第
５
部
第
６
班
団
員
）、
遠
藤
勇
喜
（
本

荘
分
団
第
６
部
第
３
班
団
員
）、
阿
部
寿
浩
（
本
荘
分
団
第
７
部
本

部
団
員
）、
田
口
良
夫
（
岩
城
分
団
第
３
部
本
部
部
長
）、
工
藤
求

（
岩
城
分
団
第
４
部
本
部
団
員
）、
佐
々
木
千
秋
（
西
目
分
団
第
３

部
第
２
班
部
長
）、
髙
橋
喜
和
（
鳥
海
分
団
第
１
部
第
１
班
団
員
）、

村
上
孝
一（
鳥
海
分
団
第
１
部
第
２
班
団
員
）、
佐
藤
祐
太
郎
（
鳥

海
分
団
第
２
部
第
２
班
団
員
）、
佐
藤
透
（
鳥
海
分
団
第
３
部
第
２

班
団
員
）、
眞
坂
覚
衛
（
鳥
海
分
団
第
６
部
第
２
班
団
員
）

矢
島
分
団

由
利
分
団　

第
５
部

大
内
分
団　

第
２
部

東
由
利
分
団
第
５
部

鳥
海
分
団
第
１
部

鳥
海
分
団
第
４
部

鳥
海
分
団
第
５
部

鳥
海
分
団
第
７
部

救助活動

消防団員になりませんか
消防団に関するQ＆A 消　防　団　の　し　ご　と

Q.Q.1 職業や年齢制限はありますか？ 平常時の活動 災害時の活動
どんな職業でも大丈夫です。１８歳以上の
健康な方であれば誰でも入団できます。
女性や大学生も活躍しています。

Q.Q.2 報酬や手当があるのですか？
あります。役職に応じた報酬のほか、活
動１回あたりの費用弁償が支給されます。

Q.Q.4 消防というと火災のイメージですが、
どのようなときに出動しますか？

火災のほか、地震、台風、集中豪雨など
の自然災害時に出動します。消火や救助
といった災害現場での活動以外に住民の
避難指導や避難所の運営支援など、幅広
い役割を担っています。

Q.Q.3 どんな訓練がありますか？
消火や救助、応急手当など、団員として
必要な基本的知識や技術を身に付ける訓
練を行います。最近ではドローンやオフ
ロードバイクを活用した情報収集訓練な
ども行っています。

Q.Q.5 入団のメリットはありますか？
いざという時に役立つ防災や人命救助の
知識・技術の取得に加え、団員との交流
や地域住民との距離が縮まり交流の輪が
広がります。また入院見舞金や結婚祝い
金など、福祉共済や互助会の制度も魅力
です。

消防･
防災の要

消防･防災訓練

救命講習会

消火活動

防火啓発活動

消防団の活動は、消火や防災だけではありません。あなただからこそ、できることがたくさんあります。

仕事やプライベートなど、毎日忙し
くても、それぞれのスタイルで参加
できるのが「消防団」です。

「もしも」の時のために。
●お問い合わせは
由利本荘市消防本部  総務部 総務班

または 各総合支所
市民サービス課 振興班へ

E-mail

〈矢島・岩城・由利・大内・東由利・西目・鳥海〉
fdhonbu-soumu1@city.yurihonjo.lg.jp

電話０１８４－２２－４２８２ FAX０１８４－２３－２７４８

消防団 検索

あなただからこそ、できることを。

地
域
の
防
火
・
防
災
を
誓
う

表
彰
表
彰
表
彰

　

永
年
勤
続
な
ど
で

表
彰
さ
れ
た
団
員
を

紹
介
し
ま
す
。

　
　

（
抜
粋
・
敬
称
略
）



「
Ｗ
Ｒ
Ｏ  

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」  

準
優
勝
＆「
日
本
学
生
科
学
賞
」
入
選
１
等

大
内
中
学
校
科
学
部
が
２
つ
の
快
挙
！
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１
月
17
日
、
石
脇
地
区
伝
統

の
「
新
山
神
社
裸
参
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
水

ご
り
や
、
白
鉢
巻
き
に
白
腹
巻

き
、
白
足
袋
に
わ
ら
じ
姿
の
お

馴
染
み
の
ス
タ
イ
ル
で
参
道
を

駆
け
上
が
る
の
を
中
止
す
る
な

ど
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
。

地
元
８
町
内
と
１
事
業
所
の
代

表
者
数
人
が
、
三
密
を
避
け
時

間
を
調
整
し
新
山
神
社
に
入
り

祈
願
し
終
え
る
と
、
奉
納
物
で

あ
る
餅
な
ど
を
町
内
の
住
民
に

配
布
す
る
た
め
、
新
山
神
社
を

後
に
し
ま
し
た
。

当
番
町
内
で
あ
る
新
町
の
佐

藤
昌
敏
さ
ん
（
73
歳
・
石
脇
）

は
「
前
例
が
な
く
感
染
症
予
防

対
策
な
ど
準
備
に
戸
惑
っ
た
が
、

ど
ん
な
形
で
あ
れ
続
け
て
い
く

の
が
わ
れ
わ
れ
の
役
目
。
来
年

は
普
段
通
り
に
開
催
で
き
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
由
利
本
荘
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
由
利

本
荘
警
察
署
、
由
利
本
荘
地
区

交
通
安
全
協
会
、
市
交
通
指
導

隊
に
よ
る
交
通
安
全
祈
願
も
行

わ
れ
、
今
年
１
年
間
の
無
事
故

を
祈
り
ま
し
た
。
交
通
安
全
協

会
会
長
の
遠
藤
誠
助
さ
ん
（
88

歳
・
石
脇
）
は
「
今
年
は
死
亡

事
故
な
ど
、
年
末
ま
で
０
件
で

終
わ
れ
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ

も
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

新
山
神
社
裸
参
り

規
模
を
縮
小
、
無
病
息
災
願
う

雪
に
見
立
て
た
白
い
ブ
ロ
ッ
ク
を
回
収
し
な

が
ら
コ
ー
ス
を
走
る
ロ
ボ
ッ
ト

　

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
の
技
術
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

「
Ｗ
Ｒ
Ｏ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ロ
ボ
ッ

ト
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
） 

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ 

２
０
２
０
」
の
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
で
大
内
中
学
校
科
学
部
が
初
出

場
で
準
優
勝
に
輝
き
、
１
月
６
日

に
西
目
総
合
支
所
で
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
12
月
12
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
「
吹
雪
に
見
舞
わ
れ

た
都
市
を
復
旧
せ
よ
！
」
と
い
う

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
独
自

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
が
除
雪
作
業
を
行
っ
た
り
、
消

雪
剤
を
道
路
に
散
布
し
た
り
と
複

数
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。「
決
勝

大
会
に
進
ん
だ
10
チ
ー
ム
中
、
無

事
に
ゴ
ー
ル
で
き

た
の
は
２
チ
ー
ム

だ
け
。
生
徒
た
ち

が
膨
大
な
時
間
を

費
や
し
頑
張
り
続

け
た
結
果
で
す
」                                        

と
顧
問
の
佐
藤
由

美
先
生
は
話
し
ま

し
た
。

　

渋
谷
さ
ん
は

「
３
人
の
得
意
分

野
を
生
か
し
た

チ
ー
ム
で
、
結
束

し
て
挑
戦
で
き
た
。

理
論
と
現
実
の
差
に
苦
労
し
た
が
、

時
間
を
か
け
て
工
夫
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
中
高
校
生
を
対
象
に
し
た

日
本
最
高
峰
の
科
学
コ
ン
ク
ー
ル

「
日
本
学
生
科
学
賞
」
で
は
、
部

員
４
人
で
構
成
さ
れ
る
「
さ
つ
き

ぶ
ら
っ
さ
む
ず
３
」
が
、
中
学
の

部
の
入
選
１
等
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
部
で
は
こ
こ
数
年
、
学
校
花
壇

の
サ
ツ
キ
に
つ
い
て
継
続
研
究
し

て
お
り
、
今
回
受
賞
し
た
研
究
作

品
は
「
お
し
べ
の
数
は
な
ぜ
バ
ラ

バ
ラ
か
」を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
、

12
月
22
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
た
中
央
最
終
審
査
で
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
学
校
か
ら
の
リ

モ
ー
ト
参
加
で
大
変
な
こ
と
も
多

か
っ
た
け
ど
、
校
内
の
友
達
か
ら

た
く
さ
ん
の
協
力
や
応
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
周

り
の
人
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル

親
子
で
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦

親
子
で
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦

第
９
回
「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

本
市
が
総
合
で
東
北
３
位
に
！

　

宝
島
社
発
行
の
月
刊
誌
『
田
舎

暮
ら
し
の
本
』
２
月
号
の
企
画

「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
で
、
本
市
が
総
合
で
東
北

３
位
、
小
さ
な
市
部
門
（
人
口
10

万
人
未
満
の
市
）
で
全
国
26
位
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
は
田
舎
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
平
成
25
年
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
は
東

北
の
66
市
町
村
を
含
む
全
国
６
４

５
市
町
村
に
対
し
、
２
７
２
項
目

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
回

答
か
ら
魅
力
を
数
値
化
し
各
部
門

ご
と
に
ラ
ン
ク
付
け
し
ま
し
た
。

本
市
は
平
成
28
年
か
ら
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
お
り
、
東
北
総
合
部
門

で
は
、
昨
年
の
５
位
に
続
き
６
年

連
続
ト
ッ
プ
10
入
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
例
年
の
移
住
支
援
策
や

自
然
の
豊
か
さ
、
医
療
、
交
通
な

ど
の
暮
ら
し
に
関
す
る
項
目
の
ほ

か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
進
め
た
施
策
の

リ
モ
ー
ト
化
に
関
す
る
42
項
目
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
は
こ
れ

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
評
価
に

加
え
、
県
内
で
い
ち
早
く
リ
モ
ー

ト
化
に
対
応
し
、
個
別
相
談
会
、

移
住
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、

新
た
に
「
お
試
し
移
住
体
験
等
施

設
」
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

な
ど
が
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

次
回
の
Ｗ
ｅ
ｂ
相
談
会
は
次
の

と
お
り
で
す
。

「
移
住
・
就
活
Ｗ
ｅ
ｂ
相
談
会
」

　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
っ
た

移
住
や
学
生
の
就
活
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
お
知

り
合
い
で
古
里
へ
戻
り
た
い
方
、

田
舎
暮
ら
し
を
し
て
み
た
い
方
へ

ご
案
内
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
20
日
㈯
10
時
〜
16
時

対
象　

▼
本
市
へ
の
移
住
を
考
え

て
い
る
方
、
田
舎
暮
ら
し
を
考
え

て
い
る
方
▼
本
市
に
定
住
し
、
秋

田
県
内
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る

学
生
（
学
年
不
問
）
▼
県
外
在
住

の
ご
家
族
に
代
わ
っ
て
代
理
相
談

さ
れ
る
本
市
在
住
の
方

定
員 

５
組
（
先
着
順
）

　

  

移
住
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト
課

　

  

☎
24―

６
２
４
７

組 人

【年度別移住者】

★は人口10万人以上の市

問

「さつきぶらっさむず３」（写真左より）鈴木一世さん（１年）、
佐藤そらさん（３年）、伊藤颯汰さん（１年）、川村寧々さん（１年）

（前列左より）東海林丈さん（２年）、ロボットを持つ
　渋谷和真さん（３年）、伊藤和真さん（１年）
（後列左より）佐藤先生、秋山教育長

（令和２年度分は12月31日現在の数字です）



厚
生
労
働
大
臣
表
彰

民
生
児
童
委
員
の
佐
々
木
和
男
さ
ん
に
表
彰
状

全
国
・
東
北
・
県
の
各
社
会
教
育
機
関
か
ら

市
社
会
教
育
委
員
の
４
人
に
表
彰
状

乗
り
﹇
逢
い
﹈
交
通
事
業

「
石
脇
新
山
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を
開
始
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※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください
◆「市長の行動」報告（12月分）
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乗合タクシーへ乗り込む住民

秋山教育長と須田さん（右）

佐藤さん（左）と秋山教育長

Event  and  Sports

本
荘
法
人
会
で
は
平
成
10
年

度
か
ら
、
市
内
の
中
学
校
に
環

境
に
関
す
る
図
書
の
寄
贈
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
贈

呈
式
が
12
月
25
日
に
西
目
総
合

支
所
で
行
わ
れ
、
同
会
青
年
部

副
部
会
長
の
須
田
幸
喜
さ
ん
か

ら
秋
山
教
育
長
に
図
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
須
田
さ
ん
は

「
各
学
校
で
活
用
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
と
て
も
う
れ
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
市
の
教
育
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
同
会
女
性

部
か
ら
小
学
校
の
新
入
生
へ
防

犯
標
語
「
い
か
の
お
す
し
」
が

プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
環
境
図
書
は
岩
城
・

東
由
利
・
鳥
海
の
３
中
学
校
へ
、

フ
ァ
イ
ル
は
市
内
全
小
学
校
の

新
入
生
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

本
荘
法
人
会
よ
り

「
環
境
図
書
」
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
が
寄
贈

市
社
会
教
育
委
員
の
会
会
長
の

伊
藤
孝
紀
さ
ん
（
77
歳
・
岩
谷

町
）
が
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合

か
ら
、
委
員
の
三
浦
秀
人
さ
ん

（
59
歳
・
矢
島
町
七
日
町
）
と
荘

司
昭
夫
さ
ん
（
79
歳
・
西
目
町
出

戸
）
が
東
北
地
区
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
か
ら
、
委
員
の
小
松

茂
樹
さ
ん
（
72
歳
・
鳥
海
町
才
ノ

神
）
が
秋
田
県
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
か
ら
、
こ
の
た
び
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
平
成
21
年
か
ら
現

在
ま
で
11
年
余
り
に
わ
た
り
市
社

会
教
育
委
員
を
務
め
、
こ
の
間
、

同
会
長
や
県
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
理
事
を
歴
任
す
る
な
ど
、

社
会
教
育
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。　

三
浦
さ
ん
は
平
成
13
年
か
ら
現

在
ま
で
通
算
16
年
余
り
（
旧
矢
島

町
の
委
員
を
含
む
）
、
荘
司
さ
ん

は
平
成
17
年
か
ら
現
在
ま
で
15
年

余
り
、
小
松
さ
ん
は
平
成
23
年
か

ら
現
在
ま
で
９
年
余
り
に
わ
た

り
、
市
社
会
教
育
委
員
と
し
て
地

域
の
社
会
教
育
の
充
実
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（写真左から）荘司さん、伊藤さん、三浦さん、小松さん

冨
樫
委
員
長（
左
）と
佐
藤
所
長

鳥
海
ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
水
没

す
る
鳥
海
地
域
百
宅
地
区
の
歴
史

や
文
化
、
民
俗
、
な
り
わ
い
な
ど

を
後
世
に
残
す
た
め
、
百
宅
地
区

の
記
録
保
存
委
員
会
（
冨
樫
泰
時

委
員
長
）
が
編
さ
ん
し
た
記
録
誌

「
百
宅
の
記
録
」
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。
委
員
会
は
有
識
者

な
ど
14
人
で
構
成
さ
れ
、
平
成
29

年
の
第
１
回
委
員
会
を
皮
切
り

に
、
情
報
収
集
・
調
査
・
執
筆
な

ど
約
３
年
に
わ
た
る
編
さ
ん
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

12
月
17
日
、
鳥
海
ダ
ム
工
事
事

務
所
で
第
９
回
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
冨
樫
委
員
長
か
ら
佐
藤
彰
所

長
へ
完
成
し
た
「
百
宅
の
記
録
」

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
に

よ
る
編
さ
ん
活
動
の
報
告
も
行
わ

れ
、
記
録
誌
を
見
な
が
ら
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

こ
の
記
録
誌
は
地
権
者
、
市
内

の
公
共
施
設
・
図
書
館
、
県
内
の

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
大
学

な
ど
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
宅
地
区
の
記
録
保
存
委
員
会

記
録
誌
「
百
宅
の
記
録
」
を
完
成
お
披
露
目

市まちづくり協議会連絡会議懇親会会費
国内友好都市などへ特産品送付

12月16日㈬
28日㈪

◆市長交際費の報告
（１）弔　事 （円）

合　計
支出額
168,000

件　　　　　数
７　件

（２）会費等

合　計

支　出　内　容 支出額支出日
2,500
41,437
43,937

副市長交際費執行状況

合　計
12月18日㈮

支　出　内　容 支出額支出日
5,280
5,280

秋田経済同友会スタジアム小委員会へ寸志（九嶋副市長出席）

市議会定例会本会議（一般質問）
市議会定例会本会議（一般質問）
市議会定例会本会議（一般質問）
市議会全員協議会
石沢財産区山林祭
日本海沿岸東北自動車道（酒田みなと～遊佐比子IC）開通式（酒田市）
五役会議
自治会等地縁による団体功労者 総務大臣表彰伝達式
鳥海ダム 仮排水トンネル・仮締切工事 安全祈願祭
石脇財産区議会定例会
市まちづくり協議会連絡会議・懇親会
子吉川圏域流域治水協議会
市議会定例会本会議（閉会）
五役会議
県市長会永年勤続職員表彰伝達式
本荘由利広域市町村圏組合議会定例会
総合支所 訓辞
総合支所 訓辞
仕事納め訓辞
五役・部長・総合支所長会議

12月7日㈪
8日㈫

9日㈬

12日㈯
13日㈰
14日㈪

15日㈫

16日㈬
17日㈭
18日㈮

21日㈪

22日㈫
24日㈭
25日㈮

28日㈪

　

町
内
会
な
ど
が
主
体
と
な
り
、

地
域
の
細
か
い
移
動
手
段
を
確
保

す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
乗

り
﹇
逢
い
﹈
交
通
事
業
」
を
活
用

し
、石
脇
の
今
町
、上
ノ
山
、東
新

山
町
、
長
老
沼
の
４
町
内
に
よ
る

「
石
脇
新
山
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
が

１
月
５
日
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
日
行
わ
れ
た
運
行
開
始
式
で

は
、
今
町
在
住
で
同
タ
ク
シ
ー
利

用
者
会
会
長
の
三
浦
克
己
さ
ん

（
68
歳
）
が
「
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
免
許
返
納
者
が
増
え
る
中
で
、

意
義
あ
る
取
り
組
み
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
事
業
趣
旨
を
広
め
、
多

く
の
住
民
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
」
と
あ
い
さ
つ
。
開
始

式
終
了
後
、
早
速
５
人
の
利
用
者

を
乗
せ
て
岩
渕
下
地
内
へ
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

同
利
用
者
会
は
こ
れ
ま
で
周
辺

町
内
会
に
よ
る
市
へ
の
循
環
バ
ス

運
行
の
要
望
書
提
出
や
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
、
意
見
交
換
会
を
経
て

昨
年
10
月
に
発
足
。
本
事
業
を
活

用
し
た
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

推
進
に
尽
力
し
た
と
し
て
、

佐
々
木
和
男
さ
ん
（
73
歳
・
赤

田
）
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
佐
々

木
さ
ん
は
平
成
12
年
か
ら
現
在

ま
で
20
年
余
り
に
わ
た
り
民
生

児
童
委
員
を
務
め
、
援
護
を
必

要
と
す
る
住
民
へ
の
支
援
や
保

護
、
心
配
事
相
談
な
ど
に
真
摯

に
取
り
組
む
傍
ら
、
内
越
地
区

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
や

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

を
歴
任
す
る
な
ど
、
他
の
模
範

と
な
り
活
動
し
、
指
導
的
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

１
月
８
日
、
長
谷
部
市
長
よ

り
伝
達
を
受
け
た
佐
々
木
さ
ん

は
「
市
民
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
よ
う
に
と
心
が
け
て
き
た
。

ま
わ
り
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
こ

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
今
後
も
地
域
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

語
学
サ
ー
ク
ル
か
ら
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
へ

英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
寄
贈

秋山教育長と佐々木さん（右）

昨
年
８
月
に
亡
く
な
っ
た
故

小
笠
原
諒
治
さ
ん
よ
り
、
教
育

振
興
の
た
め
に
と
現
金
１
０
０

万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
受

贈
式
は
１
月
４
日
に
西
目
総
合

支
所
で
行
わ
れ
、
娘
の
佐
々
木

理
栄
子
さ
ん
か
ら
秋
山
教
育
長

へ
と
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。小

笠
原
さ
ん
は
東
由
利
地
域

出
身
。
昭
和
31
年
に
教
員
に
採

用
さ
れ
、
仁
賀
保
中
学
校
長
や

本
荘
市
由
利
郡
校
長
会
副
会
長

を
務
め
る
な
ど
地
域
の
教
育
振

興
に
尽
力
し
、
退
職
後
の
平
成

８
年
か
ら
は
旧
東
由
利
町
教
育

長
を
6
年
９
カ
月
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
市
内

小
中
学
校
の
教
材
備
品
や
健
診

器
具
な
ど
の
購
入
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

教
育
振
興
に
役
立
て
て

故
小
笠
原
諒
治
さ
ん
よ
り
１
０
０
万
円
が
寄
付

こ
の
た
び
鳥
海
山
木
の
お
も

ち
ゃ
美
術
館
に
対
し
、
同
館
の

英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
語
学
サ
ー
ク
ル

「
英
語
と
生
き
方
ダ
ブ
ル
講

座
」
の
受
講
生
が
英
訳
し
た
も

の
で
、
講
師
の
佐
藤
幸
子
さ
ん

（
61
歳
・
笹
道
）
が
12
月
23
日

に
秋
山
教
育
長
を
訪
れ
、
寄
贈

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。佐

藤
さ
ん
は
「
市
民
が
誇
れ

る
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
、
英
語

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
喜

ば
れ
る
の
で
な
い
か
と
い
う
生

徒
た
ち
か
ら
の
意
見
が
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
持
ち
を
込

め
て
作
り
ま
し
た
。
日
本
語
版

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
忠
実
に
作

成
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
Ｐ

Ｒ
に
役
立
て
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。



教
育
総
務
課
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税
務
課
住
民
税
班

市政情報

２
市
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
を

募
集
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
任
用
す
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
募
集
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集

要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
重
複

し
て
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
12
日

㈮　

８
時
半
〜
17
時
15
分
（
平
日

の
み
）

応
募
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発

行
す
る
紹
介
状
と
市
専
用
の
履
歴

書
を
教
育
総
務
課
（
西
目
総
合
支

所
２
階
）
へ
提
出

※

応
募
資
格
の
「
普
通
自
動
車
運

転
免
許
」
は
、
取
得
後
１
年
以
上

の
運
転
経
験
が
必
要
で
す
。

市政情報

１
税
「
申
告
相
談
」
が
始
ま
り
ま
す

〜
税
の
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に
〜

　

「
申
告
相
談
」
が
始
ま
り
ま
す
。

「
総
合
支
所
だ
よ
り
」
な
ど
で
各

地
域
の
申
告
日
程
を
ご
確
認
の
上
、

最
寄
り
の
会
場
で
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
相
談
時
間
は
９

時
か
ら
15
時
ま
で
（
全
地
域
共

通
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
所
得
が
全
く
な
か
っ
た
方
で
、

　

市
内
の
親
族
の
扶
養
と
な
っ
て

　

い
た
方

○
令
和
２
年
中
の
所
得
が
給
与
の

　

み
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を

　

終
え
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を

　

市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

○
令
和
２
年
中
の
所
得
が
公
的
年

　

金
な
ど
の
み
で
、
受
給
額
の
合

　

計
が
４
０
０
万
円
以
下
の
方

※

申
告
が
不
要
の
給
与
・
年
金
所

得
者
の
方
で
も
、
医
療
費
控
除
や

扶
養
控
除
な
ど
を
追
加
・
変
更
す

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

❶
事
業
者
な
ど

○
令
和
２
年
中
に
営
業
や
農
業
、

　

そ
の
他
の
事
業
を
営
ん
だ
方
、

　

も
し
く
は
不
動
産
所
得
や
雑
所

　

得
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
な

　

ど
が
あ
っ
た
方

※

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必

要
で
す
。

❷
給
与
所
得
者

○
給
与
以
外
に
農
業
所
得
や
不
動

　

産
所
得
な
ど
、
他
の
所
得
が

　

あ
っ
た
方

○
令
和
２
年
中
の
就
職
や
退
職
な

　

ど
に
よ
り
、
２
カ
所
以
上
の
事

　

業
所
か
ら
給
与
を
受
け
、
年
末

　

調
整
を
し
て
い
な
い
方

○
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

　

え
る
方

○
勤
務
先
の
事
業
所
か
ら
市
に

　

「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出

　

さ
れ
な
か
っ
た
方

❸
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者

○
受
給
合
計
額
が
４
０
０
万
円
を

　

超
え
る
方

○
公
的
年
金
以
外
に
農
業
所
得
や

　

不
動
産
所
得
な
ど
、
他
の
所
得

　

が
あ
っ
た
方

❹
所
得
が
な
か
っ
た
方

　

所
得
が
な
か
っ
た
方
で
も
、
申

告
の
有
無
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
軽
減
判
定
や
福
祉
・
国

民
年
金
の
各
種
申
請
な
ど
に
影
響

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
が

必
要
か
ど
う
か
は
税
務
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❺
各
種
控
除
を
申
告
し
た
い
方

○
前
述
の
❶
〜
❹
に
該
当
し
な
い

　

場
合
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控

　

除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命

　

保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控

　

除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

　

な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

※

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、

所
定
の
明
細
書
を
作
成
し
提
出

（
領
収
書
の
添
付
は
不
要
）
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
領
収

書
は
５
年
の
保
存
が
必
要
で
す
。

※

所
得
が
公
的
年
金
な
ど
の
み
で
、

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
た

い
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
農
業
所
得
の
計
算
方
法

　

「
収
入
」
か
ら
「
経
費
」
を
引

い
て
所
得
を
算
出
す
る
収
支
計
算

に
な
り
ま
す
。
収
入
や
経
費
は
収

支
内
訳
書
の
項
目
ご
と
に
集
計
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
際
は

「
農
林
産
物
販
売
金
額
内
訳
書
」
、

補
助
金
や
交
付
金
の
通
知
書
な
ど

収
入
の
分
か
る
も
の
、
通
帳
や
領

収
書
な
ど
農
業
に
関
す
る
経
費
の

分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
は

　

譲
渡
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き
や
買

い
換
え
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
一

定
の
要
件
の
も
と
に
課
税
の
軽
減

特
例
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
償
却
資
産
の
申
告
も
忘
れ
ず
に

　

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
申
告
書
を
送
付

済
み
で
す
。
未
提
出
の
方
や
申
告

書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

税
務
課
資
産
税
班
（
☎
24―

６
３

０
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

個
人
住
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
方
は
、
確
定
申
告
書
第
二

表
の
「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」

で
、
給
与
や
公
的
年
金
以
外
の
所

得
に
係
る
住
民
税
に
つ
い
て
、
次

の
い
ず
れ
か
の
徴
収
方
法
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
与
か
ら
差
引
き

○
自
分
で
納
付

　　

申
告
相
談
で
は
、
次
の
①
〜
③

い
ず
れ
か
の
提
示
に
よ
る
本
人
確

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
お

　

よ
び
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

　

証
な
ど
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ
た

　

住
民
票
の
写
し
お
よ
び
身
分
証

　

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

次
の
方
は
申
告
が【
不
要
】で
す

申
告
に
関
す
る
注
意
点

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉の
ご
案
内

確
定
申
告
書
の

  

「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」

　
　
　
　

に
ご
記
入
く
だ
さ
い

次
の
方
は
申
告
が【
必
要
】で
す

○相談者が申告相談会場へ入場する際のマスク着用や健康確認にご協力ください。
○電子申告の積極的な活用や、国税庁ホームページで申告書類を作成して提出するなど、
　接触機会の抑制にご協力ください。
○申告書類などを事前に集計・整備し、接触時間の短縮を図りましょう。申告書類など
　が集計・整備されていない場合は、別ブースで集計・整備いただくなど、順番が変更
　になることがあります。
○受け付け後は自家用車や自宅、別室や別棟で待機するなど、各会場の環境に応じた対
　策にご協力ください。
○各会場の換気により室温が低下する場合を考慮し、重ね着などの対応をお願いします。

――  感染症対策にご協力をお願いします  ――

主な勤務内容 応募資格職種

学
校
校
務
員

２
人

Ｒ
３
年
４
月
１
日
か
ら
12
カ
月
間

※

再
任
用
の
可
能
性
あ
り　
　
　
　

（
★
１
）

Ｒ
３
年
４
月
１
日

〜
Ｒ
４
年
１
月
24

日
（
予
定
）

【
季
節
雇
用
】

Ｒ
３
年
４
月
１
日

〜
11
月
30
日

１
人

２
人

１
人

３
人

３
人

２
人

１
人

２
人

２
人

学
校
司
書

配
膳
員

学
校
栄
養
士

学
校
生
活

サ
ポ
ー
ト

適
応
教
室

補
助
員

本
荘
地
域
体
育

施
設
管
理
人

学
校
生
活

サ
ポ
ー
ト

【
産
休
代
替
】

由
利
図
書
館

休
日
・
夜
間

図
書
貸
出

募集
人数

任用
期間

施設名・
勤務地

勤務時間
など

○校内外の環境整備　 　
　（軽微な修繕、清掃、
　草刈りなど）
○私用車での外勤（ガソ
　リン代支給）
○ＭＴ公用車運転の場合
　あり

◎普通自動車運転免許
　必須（ＡＴ限定不可）
○刈り払い機の使用経
　験があることが望ま
　しい
○危険物取扱者乙種４
　類免許を所有してい
　ることが望ましい　
※採用後、危険物取扱
　者資格試験を受験し
　ていただく場合あり

◎普通自動車運転免許
　必須

◎普通自動車運転免許
　必須

◎普通自動車運転免許
　必須

特になし

◎教員免許必須

◎栄養士資格必須
◎普通自動車運転免許
　必須
○業務経験者であるこ
　とが望ましい

◎普通自動車運転免許
　必須（ＡＴ限定不可）
○刈り払い機の使用経
　験があることが望ま
　しい

◎教員免許必須
◎普通自動車運転免許
　必須

本荘地域
または
大内地域
の

小中学校

週5日（33
時間45分）

週5日（28
時間45分）
※200日程
　度勤務／
　年

週5日（15
時間）
※202日程
　度勤務／
　年

週5日（33
時間45分）

週４日
（23時間）

週2～3日
（1日7時
間45分）
※120日程  
　度勤務／
　年

週４日（13時間）
平日…２時間（夜間）
土日祝日…７時間（日中）
※平日３日、土日祝１日程
　度勤務

週5日（28
時間45分）
※185日程
　度勤務／
　年

週5日（28
時間45分）
※150日程
　度勤務／
　任用期間
　中

本荘地域
または
近郊地域
の

小中学校

新山小、
鶴舞小、
本荘北中の
いずれか

教育研究所
（カダ－レ内）

由利図書館

市内
小中学校

市内
小中学校

本荘由利
総合運動
公園内、
本荘地域
体育施設

新山小

給
食
調
理
員
Ａ

１
人

○調理業務経験がある
　ことが望ましい

週5日（36
時間15分）
※226日程
　度勤務／
　年

本荘地域
または
近郊地域
の

小中学校

○学校給食の調理業務
　下ごしらえ（皮むき   
　や食材を切るなど）、
　調理全般、食器・調理
　器具の洗浄
○納品検収など

○生活支援…通常学級に
　在籍する特別な支援を
　必要とする児童生徒の
　生活支援
※産休職員の代替えとし
　ての勤務

○本荘由利総合運動公園
　内（水林競技場・野球
　場・テニスコート）お
　よび本荘地域体育施設
　の保守維持管理と環境
　整備、その他の用務
○ＭＴ公用車の運転あり

○生活支援…通常学級に
　在籍する特別な支援を
　必要とする児童生徒の
　生活支援
○学習支援…通常学級に
　在籍する特別な支援を
　必要とする児童生徒の
　学習・生活支援

○学校図書館業務(貸し出
　し、図書整備、レファ
　レンスサービスなど）
　の支援・補助など

○北部学校給食センター
　から配送される給食の
　受け取り、配膳・下膳、
　清掃など

○学校給食の栄養士業務
　（給食事務補助など）
※近接小中学校２校兼務

○適応指導教室（ふれあ
　い教室）に係る相談補
　助、事務補助など

○図書貸し出し業務、
　ＤＶＤ・ビデオ鑑賞
　サービスなど

特
に
な
し

★
１
と
同
じ

★
１
と
同
じ
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子
育
て
支
援
課

地
域
振
興
課

各
学
童
ク
ラ
ブ

子
育
て
支
援
課

市政情報

５
羽
後
本
荘
駅
東
西
自
由
通
路
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
羽
後
本
荘
駅
の
東
西
間

を
安
全
に
往
来
で
き
る
東
西
自
由

通
路
の

整
備
と

合
わ
せ
、

橋
上
駅

舎
化
の

整
備
を

進
め
て

い
ま
す
。

【
東
西
自
由
通
路
の
概
要
】

構
造　

鉄
骨
造
２
階
建
、
延
べ
床

面
積
約
７
２
６
平
方
㍍
、
有
効
幅

員
４
㍍
（
階
段
部
は
３
㍍
）
、
延

長
約
55
㍍

施
設
概
要　

羽
後
本
荘
駅
の
東
西

に
出
入
り
口
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ

に
24
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ

び
公
衆
ト
イ
レ
（
男
性
用
・
女
性

用
・
多
機
能
型
）
を
備
え
、
自
転

車
や
車
椅
子
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
通
路
や
ト
イ
レ
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
と
な
っ
て
お
り
、
車
椅

子
の
方
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
自
由
通
路
２
階
か
ら
、

改
札
な
ど
の
駅
施
設
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
、
駅
構
内
に
も

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

【
愛
称
の
募
集
】

　

東
西
自
由
通
路
の
正
式
名
称
は

市
道
「
羽
後
本
荘
駅
東
西
自
由
通

路
線
」
で
す
が
、
愛
着
を
持
っ
て

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
外
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

１
人
当
た
り
１
点
の
応
募
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
26
日

㈮　

※

当
日
必
着
（
郵
送
・
持
参

の
場
合
は
17
時
ま
で
）

応
募
方
法

❶
電
子
申
請…

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
、
応

募
フ
ォ
ー
ム

に
必
要
事
項

を
記
入
し
て

応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

❷
応
募
用
紙
な
ど…

所
定
の
応
募

用
紙
（
都
市
計
画
課
お
よ
び
羽
後

本
荘
駅
に
備
え
付
け
）
ま
た
は
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

「
愛
称
（
よ
み
が
な
）
」
「
愛
称

の
説
明
（
１
０
０
字
以
内
）
」

「
応
募
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
」
を
記
載
の
上
、
応
募
先
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法　

愛
称
は
選
定
委
員
会

に
よ
り
選
定
し
ま
す
。
採
用
さ
れ

た
愛
称
は
自
由
通
路
の
開
通
に
合

わ
せ
て
本
紙
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

注
意
事
項

○
愛
称
は
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、

　

漢
字
ま
た
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

　

で
表
記
し
、
読
み
仮
名
を
併
記

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
愛
称
の
応
募
は
他
の
施
設
な
ど

　

で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に

　

限
り
ま
す
。

○
採
用
さ
れ
た
愛
称
の
権
利
は
由

　

利
本
荘
市
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
電
話
を
含
む
口
答
で
の
応
募
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

○
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
、
応

　

募
を
無
効
と
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

個
人
情
報
に
つ
い
て　

個
人
情
報

は
応
募
に
関
す
る
連
絡
に
の
み
使

用
し
、
愛
称
決
定
後
は
適
切
に
廃

棄
し
ま
す
。
愛
称
が
採
用
さ
れ
た

方
の
氏
名
は
公
表
さ
れ
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市政情報

３
令
和
３
年
度
「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

補
助
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
が
行
う
地
域
づ
く
り
を
応

援
し
ま
す
。

❶
地
域
課
題
解
決
支
援
事
業

　

市
民
団
体
な
ど
が
行
う
、
福

祉
・
環
境
整
備
に
関
す
る
取
り
組

み
を
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。

対
象
事
業
例　

子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
、
心
の
ケ
ア
講
習
会
な
ど

対
象
団
体　

市
内
在
住
の
５
人
以

上
の
団
体

補
助
率
な
ど　

補
助
対
象
経
費
の

４
分
の
３
（
新
規
植
栽
・
講
習
会

は
10
分
の
９
）
以
内
に
相
当
す
る

額
で
補
助
限
度
額
50
万
円

❷
地
域
の
魅
力
づ
く
り
支
援
事
業

　

市
民
団
体
な
ど
が
行
う
、
地
域

の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
魅
力
を
引
き

出
す
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業
例　

夏
ま
つ
り
、
音
楽

イ
ベ
ン
ト
な
ど

対
象
団
体　

市
内
在
住
の
５
人
以

上
の
団
体

補
助
率
な
ど　

補
助
対
象
経
費
の

４
分
の
３
（
❶
以
外
の
講
習
会
は

10
分
の
９
）
以
内
に
相
当
す
る
額

で
補
助
限
度
額
50
万
円

※

令
和
４
年
度
か
ら
補
助
回
数
に

応
じ
て
補
助
率
な
ど
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

❸
新
た
な
担
い
手
・

　
　

学
生
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　

地
域
の
新
た
な
担
い
手
と
な
る

団
体
と
学
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業
例　

❶
❷
に
該
当
す
る

新
規
事
業
（
代
表
者
が
本
事
業
を

活
用
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
）

対
象
団
体　

市
内
在
住
の
５
人
以

上
の
団
体
（
高
校
生
・
大
学
生
な

ど
の
場
合
は
３
人
以
上
）

補
助
率
な
ど　

補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
９
以
内
に
相
当
す
る
額
で

補
助
限
度
額
は
30
万
円
（
１
回
の

み
）
、
学
生
は
10
分
の
10
以
内
に

相
当
す
る
額
で
補
助
限
度
額
は
10

万
円
（
１
回
の
み
）

【
❶
〜
❸
共
通
事
項
】

　

補
助
金
額
は
予
算
の
範
囲
内
の

金
額
と
な
り
、
応
募
多
数
の
場
合

は
過
去
の
申
請
回
数
に
応
じ
て
減

額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

過
去
の
活
用
事
業
例　

▽
石
脇
通

り
と
由
利
橋　

今
昔
の
由
利
本
荘

を
浴
衣
で
歩
こ
う
！　

▽
鳥
海
高

原
花
立
「
牧
場
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
」　

▽
岩
城
・
湯
沢　

海
と
山
の
旨
い

も
の
自
慢　

▽
大
内
草
原
ま
つ
り

▽
雪
上
野
球
大
会
・
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
体
験
事
業　

▽
西
目
漁
港
ま

つ
り　

▽
本
海
獅
子
舞
番
正
月
公

演
な
ど
、
例
年
は
約
90
事
業
が
採

択補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

○
宗
教
的
、
観
光
目
的
や
慰
労
目

　

的
ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成

　

事
業

○
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

　

る
事
業

○
修
繕
料
、
委
託
料
、
工
事
請
負

　

費
の
み
の
事
業

○
物
販
が
主
目
的
の
事
業

○
競
技
力
向
上
を
目
的
と
す
る
事

　

業
事
業
実
施
時
期　

４
月
か
ら
令
和

４
年
３
月
ま
で
の
事
業

書
類
提
出
方
法　

２
月
１
日
㈪
か

ら
３
月
１
日
㈪
ま
で
事
業
要
望
書

と
添
付
書
類
を
提
出
（
書
類
は
地

域
振
興
課
や
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
要
望
書
の
書
き
方
や
「
○
○
」

の
事
業
は
対
象
に
な
る
か
な
ど
、

詳
し
い
内
容
は
メ
ー
ル
な
ど
で
も

結
構
で
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市政情報

６
障
が
い
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の

児
童
扶
養
手
当
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
障
が
い
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金

な
ど
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額

を
上
回
る
場
合
は
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
が
い
年

金
の
「
子
の
加
算
部
分
の
額
」
を

上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
が
い
基
礎
年
金
な
ど

以
外
の
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
方
（
障
が
い
基
礎
年
金
な

ど
は
受
給
し
て
い
な
い
方
）
は
、

今
回
の
改
正
後
も
調
整
す
る
公
的

年
金
な
ど
の
範
囲
に
変
更
は
な
い

の
で
、
公
的
年
金
な
ど
の
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
を
下
回
る
場
合
は
、

そ
の
差
額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と

し
て
受
給
で
き
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
は
、
受

給
資
格
者
お
よ
び
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
応

じ
て
支
給
を
制
限
す
る
取
り
扱
い

が
あ
り
ま
す
。
所
得
が
支
給
制
限

額
よ
り
も
高
い
方
が
い
る
場
合
は
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
令
和

３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、
障

が
い
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
受
給
資
格
者
の
支
給
制
限
に

関
す
る
「
所
得
」
に
非
課
税
公
的

年
金
給
付
な
ど
（
障
が
い
年
金
、

遺
族
年
金
な
ど
）
が
含
ま
れ
ま
す
。

※

通
常
、
児
童
扶
養
手
当
は
申
請

の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
障
が
い
年
金

を
受
給
し
て
い
た
た
め
手
当
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
令

和
３
年
３
月
１
日
に
支
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
は
、
令
和
３
年

６
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
か
ら
受

給
で
き
ま
す
。
令
和
３
年
３
月
分

と
４
月
分
の
手
当
は
、
令
和
３
年

５
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市政情報

４
本
荘
地
域
の
学
童
保
育

来
年
度
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　

就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が

昼
間
家

庭
に
い

な
い
小

学
生
が

対
象
で

す
。

対
象　

新
山
・
鶴
舞
・
尾
崎
・
子

吉
・
小
友
小
学
校
の
児
童

実
施
日
・
利
用
料

○
平
日
授
業
終
了
後…

２
０
０
円

○
土
曜
日
・
学
校
の
休
校
日
・
長

　

期
休
業
期
間…

５
０
０
円

※

そ
の
他
、
協
力
金
と
冷
暖
房
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

各
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

○
保
育
園
在
園
児…

各
園
に
あ
る

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
各
園

　

に
提
出

○
認
定
こ
ど
も
園
在
園
児…

各
園

　

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

　

指
定
の
ク
ラ
ブ
に
提
出

○
在
宅
児…

指
定
の
ク
ラ
ブ
に
あ

　

る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
指

　

定
の
ク
ラ
ブ
に
提
出

○
小
学
生…

指
定
の
ク
ラ
ブ
に
あ

　

る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
新

　

規
・
継
続
と
も
指
定
の
ク
ラ
ブ

　

に
提
出

申
込
期
限　

２
月
19
日
㈮

【
本
荘
地
域
の
学
童
ク
ラ
ブ
】

○
石
脇
学
童
ク
ラ
ブ
（
新
山
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
24―

１
３
４
５

○
つ
る
ま
い
学
童
ク
ラ
ブ
（
鶴
舞

　

小
）　
　
　

☎
28―

５
６
２
５

○
尾
崎
児
童
ク
ラ
ブ
（
尾
崎
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
28―

５
５
７
０

○
子
吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
子

　

吉
小
）　
　

☎
23―

０
１
９
１

○
小
友
学
童
ク
ラ
ブ
（
小
友
小
／

　

小
友
地
区
）
☎
22―

３
５
３
２

○
石
沢
児
童
ク
ラ
ブ
（
小
友
小
／

　

石
沢
地
区
）
☎
29―

２
１
０
４

※

（　

）
内
は
ク
ラ
ブ
が
指
定
す

る
児
童
の
学
校
名
で
す
。

※

新
山
小
・
鶴
舞
小
・
尾
崎
小
・

子
吉
小
の
受
け
付
け
は
午
後
の
み

で
す
。

※

本
荘
地
域
以
外
の
学
童
保
育
に

つ
い
て
は
、
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
ま
た
は
各
学
童
ク
ラ

ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課

FAX

児
童
扶
養
手
当
と
調
整
す
る

障
が
い
基
礎
年
金
な
ど
の

範
囲
が
変
わ
り
ま
す

支
給
制
限
に
関
す
る
所
得
の

算
定
が
変
わ
り
ま
す
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◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内　

☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

※ご家庭で当日の体温測定をお願い
　します。発熱や風邪症状のある方、
　体調不良の方は参加不可。マスク
　着用にご協力ください。

乳幼児健診は個別健診
　　に変更しています

　昨年５月から３月まで、下記の
集団健診を個別健診へ変更してい
ます。
 •４カ月児健診
 •10カ月児健診
 •１歳６カ月児健診
 •２歳児歯科健診
 •３歳児健診
　健診対象者へは順次通知を発送
しますので、通知を確認してから
の受診をお願いします。
問　健康管理課

～ 生後６カ月から64歳までの方へ ～
インフルエンザ予防接種助成金の申請はお済みですか
　令和２年10月１日から令和３年２月28日までの期間に、由利本荘市、
にかほ市、秋田市の協力医療機関以外でインフルエンザ予防接種を受けた
方には助成制度があります。申請期限は３月10日㈬までです。早めの申
請をお願いします。
※由利本荘市、にかほ市の協力医療機関は市のホーム
　ページに掲載しています。秋田市の協力医療機関に
　ついては健康管理課へお問合せください。
助成金額　1,000円（１回当たり）
対象　予防接種時に由利本荘市に住民登録している方
必要なもの　①領収書の原本
　　　　　　②予防接種予診票（結果）の写し、母子健康手帳の写し、
　　　　　　　診療明細書（原本）のいずれか
　　　　　　③申請者の口座情報
申し込み　健康管理課または各総合支所市民サービス課
問　健康管理課

「検診・人間ドック申込み調査票」ご提出ください
　本紙１月15日号と同時に、令和３年度に市が実施する「検診・人間ドッ
クの申込み調査票」を配布しています。
　検診を希望される方は、対象年齢を確認のうえ、調査票に記入し同封し
ている返信用封筒（切手不要）で提出してください。

※提出期限を１月29日㈮としていましたが、２月５日㈮まで受け付けます。
　検診を希望される方は、この機会に必ずお申し込みください。
問　健康管理課

令和２年度高齢者用肺炎球菌定期予防接種
　　　　　　　　　　助成対象者の皆さんへ
　令和２年度の高齢者用肺炎球菌定期予防接種対象者
への助成期間は３月31日㈬で終了します。４月１日
以降に接種した場合は、市からの助成を受けることが
できませんので、希望される方は早めに接種を受けて
ください。詳しくは健康管理課へお問い合わせくださ
い。
令和２年度対象者…令和３年４月１日までに次の年齢になる方
　65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上
　 （ただし過去に接種済みの方は対象外）
※対象者には令和２年４月に案内を郵送しています。
問　健康管理課

のばそう!健康寿命
　 各地域の事業をご紹介

　市では、市民の健康寿命の延伸に向けた取り組みを進めており、各地域
でもさまざまな健康づくり事業を実施しています。お住まいの地域以外の
事業にも、お気軽にご参加ください。
 【本荘地域】
インターバル速歩実践会
日時　２月17日㈬　10時～11時
　 （受け付け９時45分から）
会場　ナイスアリーナ
持ち物　動きやすい服装、運動靴、
　タオル、飲み物
定員　50人
申し込み　２月16日㈫まで健康管
　理課へ

 【東由利地域】
リフレッシュ教室（講話と実技）
日時　２月26日㈮　13時～15時
会場　東由利総合支所
講師　健康アドバイザー　佐々木
　もと子さん
持ち物　動きやすい服装、運動靴、
　飲み物、タオル、バスタオル
申し込み　２月24日㈬まで東由利
　市民サービス課へ
　☎６９－２１１７
※13時から血圧測定を行います。
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「石が語る秋田の大地」のコーナーより▲

秋田県立博物館企画展
「秋田の石っころ」で
　　　ジオパークを紹介

秋田県立博物館

学芸主事  渡部　均 さん

「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第７４回

❶ジオ学講座特別編「映画『島にて』上映会」
　　鳥海山・飛島ジオパークでは、ジオの目線から地域につい
　て学ぶ講座を開催しています。今回は特別編として、飛島を
　舞台にしたドキュメンタリー映画『島にて』の上映会を行い
　ます。各回上映後に、監督による事前収録メッセージを予定
　しています。鑑賞無料。各回100人まで。
　日時　２月13日㈯　１回目…10時～11時40分
　　　　　　　　　　 ２回目…13時半～15時10分
　会場　仁賀保勤労青少年ホーム　音楽ホール
　申し込み　２月２日㈫から11日㈭まで、希望する上映回を含
　　めて下記の問い合わせ先に申し込み

❷公開講座「もしも噴火が起こったら
　　～改訂・鳥海山火山防災マップを読む～《秋田県版》」
　　鳥海山火山防災マップや噴火実験などを通して、鳥海山や
　防災・減災について、わかりやすく楽しく学びます。受講無
　料。定員50人まで。にかほ市との共催。
　日時　２月21日㈰　10時～正午
　会場　にかほ市総合福祉交流センター（スマイル）
　　　　コンベンションホール
　講師　秋田大学大学院教育学研究科　林信太郎教授（火山地
　　　　質学）
　申し込み　２月２日㈫から18日㈭まで、下記の問い合わせ先
　　に申し込み

　　鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会事務局
　　☎６２－９７７７　　６２－９７８８
　　　 info@chokaitobishima.com（ＦＡＸまたは電子メール
　　で申し込む場合は、氏名、お住いの自治体、日中連絡が取
　　れる電話番号をお伝えください）
※参加の際はマスク着用のほか、会場受け付けでの手指消毒、
検温、名簿確認にご協力をお願いします。新型コロナウイルス
の感染状況により変更または中止となる場合があり、その際は
当協議会ホームページでお知らせします。

市政情報

７
第
１
回
「
市
議
会
定
例
会
」
の
会
期

日
程
（
予
定
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期　

２
月
15
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
９
日
㈫

○
２
月
15
日
㈪…

本
会
議
（
開
会
、

　

議
案
の
説
明
）

○
２
月
22
日
㈪…

本
会
議
（
一
般

　

質
問
）

○
２
月
24
日
㈬…

本
会
議
（
一
般

　

質
問
）

○
２
月
25
日
㈭…

本
会
議
（
一
般

質
問
、
議
案
質
疑
）

○
２
月
26
日
㈮
、
３
月
２
日
㈫
、

　

３
日
㈬…

各
常
任
委
員
会

○
３
月
９
日
㈫…

本
会
議
（
質
疑
、

　

討
論
、
採
決
、
閉
会
）

本
会
議
開
会
時
刻

○
２
月
15
日
㈪
、
３
月
９
日
㈫…

　

10
時

○
２
月
22
日
㈪
、
24
日
㈬
、
25
日

　

㈭…
９
時
半

※

２
月
５
日
㈮
正
午
ま
で
に
受
理

し
た
請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会
で

審
議
す
る
予
定
で
す
。

◎
傍
聴
の
際
に
は
手
指
消
毒
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
体
温
の
計
測
に
つ

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い

議
会
事
務
局

問
FAX

　令和３年４月４日まで開催中の企画展「秋田の
石っころ」は、身のまわりで見つけられる石につい
て、さまざまな切り口からその面白さを紹介する展
示です。「石が語る秋田の大地」のコーナーでは、
にかほ市三崎海岸の鳥海山猿穴溶岩をはじめ、県内
各地の海岸や川原で拾った石を展示し、秋田の大地
の生い立ちと関連づけて紹介しています。また「石
との出会い」のコーナーでは、いろいろな石器や石

材を展示し、昔から人はどんな石をどのように使っ
てきたのかを紹介しています。北前船の重りに使わ
れた赤みかげ石（象潟郷土資料館所蔵）も取り上げ
ています。鉱物や化石を展示する「石の中から」の
コーナーでは、地層に含まれるコンクリーション
（団塊）として、由利本荘市のおぼこ石やマンガン
団塊なども紹介しています。さらに、鳥海山・飛島
ジオパークをはじめ、県内４つのジオパークそれぞ
れの見どころや特徴的な石、食の魅力まで、秋田県
ジオパーク連絡協議会の協力で紹介しています。床
面に貼られた東北地方の高精細の巨大地図や、ド
ローンによる映像など、見どころ満載です。
　この展示で、石が持つ魅
力や秋田の大地と人との関
わりに興味を持ってもらい、
実際にジオパークに出かけ
て自然や石に親しんでもら
いたいと考えています。





【本荘】東光館（赤田）　※２月５日㈮入れ替え
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　※２月５日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所　※

※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。

中央＝中央図書館、出羽＝出羽伝承館

10時半～11時半

18時半～19時10分

10時半～11時

中央

中央

13日㈯

18日㈭

20日㈯ 中央

27日㈯

大人のための絵本タイム 大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

おはなし劇場 絵本の読み聞かせ、ほか

えほんでこんにちは

出演：お話グループにじ

出演：ゆりかごの会

出演：おはなしたんぽぽの会

絵本の読み聞かせ、ほか

10時半～11時 出羽 おはなしのへや 出演：すずめの巣絵本の読み聞かせ、ほか

10時半～11時半 中央 ヨミキカセ・ワールドワイド 出演：国境なき話し手外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

中央図書館 ９日㈫、23日㈫、26日㈮

由利図書館 11日㈭、23日㈫

岩城図書館 １日㈪、８日㈪、11日㈭、15日㈪、16日㈫～
19日㈮ ※特別整理期間、22日㈪、23日㈫

出羽伝承館 １日㈪、２日㈫～５日㈮ ※特別整理期間、
８日㈪、12日㈮、15日㈪、22日㈪、24日㈬

３月の休館日
カダーレ：９日㈫、23日㈫
アクアパル：1日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
総合体育館：８日㈪、22日㈪
ナイスアリーナ：15日㈪

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

㋕カダーレ  ㋐アクアパル 総合体育館  ㋛シーガル  ㋤ナイスアリーナ総

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

㋐　㋤　休館日

㋕　休館日

令和２年度　由利本荘市スポーツ賞表彰式　15時～　㋕

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～14時半　㋕

おとなの社会科８時間目　14時～15時　㋕

㋐　　　休館日総

㋐　　　休館日総

㋕　休館日

尾崎小学校吹奏楽部　あしたの風コンサート　13時半～（開場13時）　㋕

第19回　新山小学校吹奏楽部 松ぼっくりコンサート　13時半～（開場13時）　㋕

㋐　休館日
第16回　由利本荘美術展（～３日）　９時～17時（３日は16時まで）　㋕
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吉大春立

（
一
男
）

（
慶
）

☆

（
竹
内
）

ちょっとひといき・・・

◆緊急事態宣言区域（１月13日現在）の栃木県、埼玉県、
　千葉県、東京都、神奈川県、岐阜県、愛知県、京都府、
　大阪府、兵庫県および福岡県との往来は、自粛してく
　ださい（帰省については、ご家族から呼びかけてくだ
　さい）　※試験や就職活動、物流・運送サービス、設
　備の保守管理などを除く

◆ 「三つの密」の回避や「人と人との距離の確保」「マ
　スクの着用」「手洗いなどの手指衛生」をはじめとし
　た基本的な感染対策を徹底してください

◆人混みや近距離での会話、多数の人が集まり室内にお
　いて大きな声を出したり歌うことは避けましょう

◆感染リスクが高まる「５つの場面（・飲食を伴う懇親
　会など・大人数や長時間におよぶ飲食・マスクなしで
　の会話など」を避けることや「感染リスクを下げなが
　ら会食を楽しむ工夫（なるべく普段一緒にいる人と少
　人数、席の配置は斜め向かい、会話の時はマスク着用
　など）」を実践しましょう

◆感染者や感染発生施設の特定、感染者・濃厚接触者や
　医療機関・医療関係者などへの誤解や偏見に基づく差
　別は行わないようにしましょう

県民の皆さまへ
新型コロナウイルス感染症対策に関するお願い

発熱などの症状がある場合は
受診前に電話相談を!

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

～これからもお元気で
　　　　お過ごしください～

満100歳
おめでとうございます

（大正10年１月８日生まれ・前郷）

三浦ミサホさん

発熱などの症状が生じた方

かかりつけ医が
ある場合

○かかりつけ医がない
○相談する医療機関に迷う
○かかりつけ医が休診　など

24時間受け付け

８時～17時

受診前に必ず
電  話  相  談

あきた新型コロナ受診相談センター
                    　　（コールセンター）へ
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<12月26日～１月15日受け付け分>

<12月26日～１月15日受け付け分>

  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。


